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提案の概要
太陽熱利用の新世代システム ＯＭＸ
太陽熱・排熱活用型ＨＰによる暖冷房・換気・給湯一体型システム

躯体性能の強化
パッシブ設計（シミュレーション・ホームズ君の活用）など

地域工務店が、技術、設計、運用などを習得

設計計画と設備およびマネジメント
システムの検証によるシステム化

技術の検証

マニュアル化、技術の適正化・ヴァージョンアップ

波及・普及
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新世代太陽熱利用システム ＯＭＸ

空気集熱式太陽光・熱
ハイブリッドソーラーシステム

ＯＭＸ
太陽熱・排熱活用型ＨＰによる

暖冷房・換気・給湯一体型システム

床暖房 給湯 換気 全館暖房 全館冷房 給湯 換気

電気 電気



ＯＭＸの特徴
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機能の特徴 クラウドを利用した最適制御
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シミュレーションを活用し、
地域環境を考慮したパッシブ設計



技術の概要
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●ＯＭＸシステム
●ＰＶＴ（太陽熱空気回収型太陽光発電）: 新しいＪＩＳ規格（ＪＩＳ A4112）に準拠
●マネジメントシステム ： クラウドを利用した最適制御
●断熱程度 ： ＨＥＡＴ２０Ｇ１以上
●ＰＣＭ蓄熱シート ： 太陽熱を有効蓄熱
●周辺環境、地域性を踏まえた工夫、地域の資産となる家づくりへの取組み



性能要件と検討要件の概要
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●家電分も含んだゼロエネ化を目標※
●CASBEE戸建 BEE☆☆☆☆☆、LCCO2☆☆☆☆☆を目標※
●室温 冬期：作用温度全室２４時間１８℃ 夏季：２８℃
●隣棟への影響などを性能評価 地域性を考えた家づくりの推進
●パッシブ設計 冬季：日射取り込み 夏季：日射遮蔽の推進
※地域の気象や敷地条件が厳しい場合には、エネルギー自給率・CO2削減率 75%、
LCCO2☆☆☆☆

太陽熱利用
効果の検討例



技術の検証の概要
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ＯＭＸ通常計測 全棟
詳細計測 ５棟

シミュレーションを用いた事前設計のレビューと、居住後の生活実態や実機
の性能を反映した省エネルギー・室内環境評価を行う。
➡性能、快適感などの把握
➡居住データを参考にしたマネージメントシステム・制御の改善
➡提案住宅普及のための技術的な提案

詳細計測のイメージ



実施体制と構成員の役割
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プロジェクト進行の概要
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地域性を考えた地域の資産となる
家づくりへの取組み
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以下の取組みのうち一つ以上を必ず採用。
A：主要構造部に天然乾燥または木屑乾燥をもちいた国産木材の使用
B：長期優良住宅の認定取得と許容応力度計算による耐震等級３の確認
C：地域で生産、加工されるＣＯ２排出量が少ない建材の情報収集と利用

ＣＯ２削減性能の確認には、カーボン・フットプリントなど
ＣＯ２削減効果が分かるものか、本ＰＪメンバーが確認する。

D：省CO２や室内環境の向上に資する地域の職人が製作する建材の利用
障子、外付けルーバー、引き戸など、断熱性、

日射遮蔽や室内通風・室温安定など
省CO２や室内環境の向上に資する、地域の職人が製作する建材を利用
この採用に際しては、ホームズ君を利用し、効果を確認する。



追加的な取り組み （選択実施事項）
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昼間に太陽熱集熱を利用することにより、電気エネルギーを夜間にシフトし、エネルギ
ー自立性を高めることが可能となる。また、昼間に蓄熱、ＨＰ沸き上げを行う事により、
夜間のエネルギーの使用量が減り、蓄電池の容量も抑えられコスト削減に繋がる。




